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　This paper present an effective method for the topology optimization of three dimensional continuous 
structures against buckling.  In this paper, we formulate the buckling sensitivity number, establish a method 
corresponding to the mode interchange problem duaring optimization process which is a problem in the 
topology optimization for the eigenvalue problem, perform the phase optimization using the ESO method.


























本稿では、構造体の座屈問題に対しての BESO 法 [3](Bi-









一般的な位相最適化手法であるSIMP 法 [6](Solid Isotropic 
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荷重下における位相最適化での初期 50 ステップまでの 
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合成数が n = 2 の場合、n = 1 の場合に見られたモー ド
の入れ替わりは見られず、安定した推移が見て取れる。 










































に達した個体を 体積制約 V を満たす最適個体とする。


















例を示す。図 3 に示す、3 章で用いたのと同様の設計
領域 及び初期モデルを用いる。
このモデルにおける位相変化を図 6 に示した。図 6 
には、同様に、ひずみエネルギー敏感数による位相変
化も示した。座屈敏感数による位相変化が、構造物
の中心部でも発生することから、図 6 の 2 列目には、
各ステップ の位相を中央断面で切断したものも示し
た。
























に、 PIbuck を図 9 に、PIcomp を図 10 に示した。
獲得位相の違いについては、図 6 と図 11 を比較する
と、図 6 では、位相がシェル状の構造物に変化して
いく。 一方で、図 11 では、4つ足状の構造物となっ
図 7　座屈 PI 値の最適化問題による違い 図 9　座屈 PI 値の近傍半径による違い
図 10　コンプライアンス PI 値の近傍半径による違い
図 11　近傍半径による位相変化の違い (Rmin = 0.2[m])
図 8　コンプライアンス PI 値の最適化問題による違い
ている。また、図 9 に示した PIbuck では、Rmin = 0.1 
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